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Abstract:  Seeking to protect international and universal  values,  the World Heri tage highlights 
specific aspect of diverse and complicated backgrounds of a local  place.  Assessing what aspect 
was valued and what was not at  the World Heritage inscript ion is important in understanding a 
local place as a whole.   
     Yoshino as part  of the World Heritage site  “The Sacred Sites and Pilgrimage Routes of the  
Kii  Mountain Range” involves associations with national history, a history of mountain ascetic  
belief,  an appreciation as a  scenic cherry blossom site,  and traditional forestry activities unique 
in this region. This research analyses evaluat ions on the diverse backgrounds of Yoshino made at  
the World Heritage inscription, to figure out the discrepancy between the international and the 
local.  I t  uti l ized topographical maps and GIS data to identify spat ial  transit ions of a landscape of 
Yoshino.  I t  then reviewed documents related to the World Heri tage inscription from UNESCO, 
ICOMOS and the Japanese Government to see which aspect was highly valued.  
     Spatial  analysis discovered that a landscape around O-mine Oku-gake Michi,  a training path 
across mountains for the ascetic rel igion, has changed over the 20t h century. Views from the path 
previously included a wide view to distant mountains but due to development of forestry activit ies,  
now they are entirely enclosed surrounded by planted cedar forests.  On the other hand,  evaluations 
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by UNESCO and ICOMOS featured the ascetic belief  and particularly  emphasized sacredness of  
forests.  While not recognizing the fact that the forest in Yoshino is  mostly  an art i ficial  plantat ion 
developed over t ime due to the human intervention, the World Heritage inscription associated the 
forests with religious ascet ic practices.      
This revealed a discrepancy between an international  understanding on a local area and 
the local real i ty,  which the international  focused on one specific aspect of local diversi t ies and 
failed to grasp exact background of the highlighted aspect.   
 


























信仰）の拠点として発展してきた（奈良県  2005, 8）。古来、信仰の祈願のために植えられ
た桜が山一面に広がり、日本有数の桜の名所として知られ、文学や芸術に数多く描かれて
きた（奈良県  2005, 21）。後醍醐天皇の南朝や古代の天皇が行った吉野行幸など国の歴史
とも深い関係を持つ（奈良県  2005, 4）。さらに、独特な山林管理制度とスギやヒノキの高
級材で知られる日本を代表する伝統的林業、吉野林業の地でもある（奈良県吉野町ホーム
ページ  2016）。  








                                                          
1当時は旧字体の「史蹟」が用いられたが、本稿では読者の便宜を考え「史跡」とした。  
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定で採られた考え方として、原始的な大自然・大風景（村串  2012）、山岳風景（田中  1981, 
水谷  2014）、レクリエーション利用に適した環境（村串  2012）、社寺、史跡など人文的、















の可否を審査する諮問機関である ICOMOS（国際記念物遺跡会議、International Council 









論とした。                                           
 
４章 大峯奥駈道（「回廊」区域）の景観の成立  


































荒地や広葉樹林も広がっていた（図 2, 1), 2), 3)）。また、道の両側で植生の異なる箇所が






図 1.  現行吉野熊野国立公園区域と大峯奥駈道  
（ ArcGIS、内務省衛生局（ 1932）：「国立公園候補地地図」、環境省所
蔵より作成 )  
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図 2.  「回廊」区域からの可視領域  
1913、 1948、 1957、 1969 年出版  国土地理院地形
図および第 6－ 7 回環境省自然環境調査  2 万 5 千
分の 1 地形図「洞川」（ 2004 年 )に基づき ArcGIS



















































                                                          
2  視対象の高さと視点場の視点位置の差（ H）に対する、視対象と視点場間の距離（ D）の比率から、視点場
から視対象の頂点を見た仰角が計算される。 Spreirgen（ 1965）によれば、仰角 45 度（ H:D=1:1）で完璧な囲
繞感が生じ、仰角 18 度（ H:D=1:3）で最低限の囲みが感じられ、仰角 14 度（ H:D=1:4）で囲繞感が消失す
る。  


































針葉樹 針広混交林 広葉樹 荒地
図 3.  「回廊」区域沿道の植生比変化
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に視点場（来訪者の位置）を設定した（図 4）。視点場 A と視対象（森林）間の距離（D）
は、 1913 年については ArcGIS を用い図 4 上で約 390m と測定し、 2016 年現在について
は 2016 年 8 月 12 日の現地踏査で視点場 A の近隣地点で目視により約 1m と設定した。
森林の高さと来訪者の視点の位置の差（H）は、 2016 年 8 月 12 日の現地踏査で視点場 A
の近隣地点において（図 5）、大峯奥駈道沿道の森林の高さから目視により 15m と設定し
た。視点場 A から見える森林は、 1913 年時点も現在も針葉樹からなる林業地の人工林で
あり、施業方法に大きな変化はないと推定し、高さ H はともに 15m とした。  
 結果、 1913 年では、大峯奥駈道上地点 A の来訪者が森林を見た仰角は、囲繞感が消失
する 14 度以下の約 2.2 度（H:D=1:26）で、囲繞感は全くなかった。一方、現在の仰角は、
完璧な囲繞感が生じる 45 度以上の約 86.2 度（H:D=15:1）で、現地踏査においても完全な










図 5.  視点場 A 近隣の大峯奥駈道の現況  
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図 6． 1913 年と現在における大峯奥駈道上の視点場  
A から林業地（人工林）を眺めた仰角  
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５章 吉野に対する評価  
(1) 対象および方法  
UNESCO と ICOMOS 両機関の世界遺産登録審査および登録後の保全状況の審査におい
て、吉野にどのような評価がなされてきたか、国立公園指定の経緯において評価の対象と
なった桜、人工林美、国史、山岳信仰の各項目について分析を行った。  
 対象とした資料は以下 5 点である。世界遺産登録時のものとして、日本政府が UNESCO
に提出した「紀伊山地の霊場と参詣道」登録推薦書（Nomination File、2004 年）、および
ICOMOS が推薦案件を審査した評価報告書（Evaluation Note、 2004 年）を取り上げた。
世界遺産登録以降のものとして、推薦自治体である三重県、奈良県、和歌山県により作成
され世界遺産センターに提出された保存管理計画書（ 2005 年）、世界遺産登録を受けた遺
産に対し定期的に行われる ICOMOS の保全状況審査の報告書（ State of Conservation 
Report、2006 年）、各世界遺産に対するユネスコ世界遺産条約における公式的な評価とい
える「顕著な普遍的価値のステートメント」（Statement of Outstanding Universal Value、
2013 年採択） 3を対象とした。  
 
表 1. 世界遺産登録における吉野に対する評価 分析対象資料  
評価主体 年  資料名  
日本  2004 「紀伊山地の霊場と参詣道」登録推薦書（ Nomination File）  
UNESCO/ICOMOS 2004 ICOMOS 評価報告書（ Evaluation Note）  
日本  2005 保存管理計画書 
UNESCO/ICOMOS 2006 ICOMOS 保全状況審査報告書（State of Conservation Report）  
UNESCO/ICOMOS 2013













(2)日本と  UNESCO/ICOMOS の評価の共通点、相違点（表 2、表 3）  





                                                          
3  顕著な普遍的価値を明文化した Statements of  Outstanding Universal  Value（以下、 SOUV）は、 2007 年
以降、世界遺産リストへの登録にあたる必要条件として各遺産につき作成、提出することが義務づけられてい
る。また、過去に遡り、 2006 年以前に登録された世界遺産においても SOUV を作成し、世界遺産委員会の承
認を受けるべきことが決定され、毎年の世界遺産委員会で漸次、各国からの SOUV 提出と同委員会による承認
が行われている（ Adoption of  Retrospect ive  Statements of  Outstanding Universal  Value）。「紀伊山地の霊
場と参詣道」の SOUV は、 2013 年の第 37 回世界遺産委員会で提出、承認された。世界遺産センターウェ  
ブサイトで各遺産のページの概要説明（ Description）に掲載されている文面が該当する（ UNESCO World 
Heritage Center 2016）。  
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一方、ICOMOS 評価報告書（ 2004 年）では、森林を世界遺産「紀伊山地」全体の評価に  
結びつけている。たとえば、遺産の全体像は「紀伊山地の非常に深い森林の中に三つの聖
地と巡礼道がある」と記述される（UNESCO World Heritage Center 2004, 34）。「この聖
地・道とそれらを取り巻く森林景観は、永続的かつ極めて優れた記録が残された、過去 1200




（UNESCO World Heritage Center 2004, 40）」「森林に覆われた山は、対象地の山々の美





とが不可欠（UNESCO World Heritage Center 2004, 40）」と、自然と信仰の結びつきを
意識した記述もあり、自然的要素の代表として森林の神聖性に注目していると考えられる。
また、森林によって囲まれている巡礼路を持続させていくことを重視している。  
ICOMOS 保全状況審査報告書（ 2006 年）では、管理面が主で価値評価に関わる記述は少  
ないながら、「自然的要素」は聖なる山の「畏敬の念を抱かせる雰囲気」を創り出すもので
あり、適切に管理する必要があるとされる。ここでも自然的要素である山の宗教的な神聖
性を強調している（UNESCO World Heritage Center 2006, 170）。顕著な普遍的価値のス


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 3. 世界遺産登録における吉野に対する評価  
 年  資料  
評価  
主体  
モノ  情報  
桜  森林  
国史  信仰  産業  文学














2005 保存管理  
計画書  













    ◎    ◎    
注 )〇：肯定的な評価、◎：特に高い評価や強調  
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表 4. UNESCO/ICOMOS 評価とモノ・情報の関係性  
 
           情報 





地域における実際の関係  〇  〇  
UNESCO/ICOMOS の評価  〇   〇  
森林 
地域における実際の関係   〇   
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